
《取り組んだ課題》 《活動の成果と評価》

《具体的な取り組み》 《今後の課題》
・毎日訪問
（ご本人の様子確認、
　室内の環境確認、食事の提供等）

・地域ケア会議に参加。
　地域の方に理解していただく取り組み。

・近隣への協力依頼
（近所の方、近くのスーパー、
　郵便局、団地の管理事務所）。

・寂しさ、不安な気持ちに寄り添い、地域の
中で暮らせるよう支えたいが、安全面で不安
が高くなっている。安全面を重視した支援の
検討。

・地域の方から心配する声が多いが、ご本人
とご家族の思いを受け止めた支援。

・暮らしの中で楽しみ、やりがいを見出だ
す。

・一緒に過ごす時間を増やす工夫。

自部署の役割

特徴等

通所、訪問、泊まりのサービスをご利用者の状況に合わせて柔軟に対応していま
す。ご家族の都合で朝５時から来所する方や深夜２３時に自宅へ帰る方も居ます。
服薬支援や食事の用意等で１日３回訪問する事もあれば、急な泊まりの要望にも対
応しています。

報告の概要

認知症で独居で暮らしている方のケース。3年前ぐらいから近隣の方とのトラブル
が多くなり敬遠される存在であった。外出して保護される事も多くなる。ご家族は
在宅生活の継続を望まれているが、近隣の方々からは心配する声が多い。地域の
方々の理解と協力の中で暮らしを支える支援を行っている。

・ご本人の気持ちを大切にしながら独居での
暮らしが継続できる支援の検討。

・地域の中で過ごせる為の取り組み。

・安心できる環境作り。

・近隣の方が見守りして下さるようになり、
　声掛けの仕方も変わった。
・地域の方がさかえまちの存在を
　知って下さり、情報を頂けるようになっ
た。
・地域の支えの大切さを学んだ。

・暮らしの中で自分のやるべき事が無いこと
　が寂しさ不安を生み出していた。
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主題 認知症の方の暮らしを支える支援

副題 地域の方に支えられて
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